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マリン通信が密かにお届けされています皆

様、いつもありがとうございます、中本です。 

今年も早いもので残すところ３ヵ月を過ぎ

ました。今年はカープの話題につきますが、ク

ライマックスや日本シリーズと・・・この１０

月号が届くころには結果もでていることでし

ょう。店舗ではまたユニフォーム姿で賑やかに

できていればいいですね。お彼岸も過ぎ夜が長

くなる季節ですが、秋冬には睡眠時間７～８時間をお勧めします（春夏は６～７

時間を）。また、春の花粉症がある方にも秋からの対策方法があります。人間も

自然界の一部と考えれば、季節感のある生活が大切で、しっかり養生する時期と

も言えますので、ぜひご相談下さい。 
 

さて今月のテーマは、 

 

 

 

 

 

です。 
 

糖尿病患者さんであれば、「糖尿病ケトアシドーシス」という言葉を 1度は聞

いたことがあるかもしれません。糖尿病ケトアシドーシスは急性代謝失調で、ひ

どい場合には脳浮腫や昏睡を引き起こし、最悪の場合には死に至ることもある

怖い症状です。糖尿病は、糖が正常に代謝できなくなる病気で、そのため血液中

に糖が余ってしまい、高血糖が続くことによって全身の血管や神経にさまざま

な障害を及ぼします。糖尿病ケトアシドーシスは、何らかの原因で急激に糖の代

謝機能が弱まることによって、極度の高血糖状態になり発症します。 
 
＜糖尿病ケトアシドーシスの発症メカニズム＞ 
血糖値を下げる（糖の代謝を促す）ホルモン「インスリン」の極度の不足。 

「コルチゾール」「アドレナリン」などのインスリン拮抗ホルモンの分泌が増えて、イ

ンスリンの働きが弱まる。 

      

その結果、糖の代謝ができなくなり、体はエネルギー不足に。 

代わりに、体に蓄積しているたんぱく質や脂質を分解してエネルギーを産生。 

      

たんぱく質や脂質を分解する際に、副産物として「ケトン体」という物質が産生。 

ケトン体が増えると血液が酸性に傾き（通常は、弱アルカリ性）、糖尿病ケトアシドー

シスが発症。 
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糖尿病ケトアシドーシスは、インスリンの分泌がほとんどない 1 型糖尿病で

起こることが多いですが、2型糖尿病でも清涼飲料水の飲み過ぎなどで急激な高

血糖状態に陥り、発症すること（ペットボトル症候群）もあります。 

高血糖状態になると、腎臓が水分と一緒に糖を排せつしようとするため尿量

が増え、ひどい脱水状態に陥ります。脱水になると、血液量が減ってさらに高血

糖が進んでしまいます。 

また、「ケトン体」が増えると、以下のような症状が起こり、ひどくなるにつ

れて自分では対処することが難しくなるため、周りの人の助けが重要となりま

す。 
 

＜糖尿病ケトアシドーシスの症状例＞ 

多尿、吐き気、悪心、嘔吐、めまい、頻脈、異常な眠気、だる

さ、速く、深い呼吸（クルマウル呼吸[※1]）[※1 吐いた息にはアセ

トンという物質が含まれ、フルーツのような匂いがします]、意識障害、昏睡など 
 

上述のような症状が見られた場合には、早急に適切な対処を

行う必要があります。糖尿病ケトアシドーシスの症状が見られ

たら、すぐに病院へ連絡しましょう。家族や周りの人が主治医

に連絡したり、対処できるようにしておくことが大切です。 

病院では、インスリンやカリウムの適切な投与、輸液や

電解質の補給などが行われ、早急に治療が行われます。 

インスリン注射は、医師の指示のもと適切に。 

インスリン療法を行っている方で、インスリン注射を打た

なかったことで糖尿病ケトアシドーシスを起こすケースが多くあります。体調

を崩して食事が十分にとれなかったとき（シックデイ〔※2〕）などに、食事を摂

らなければ血糖値が上がらないと思い込み、インスリン注射を自己判断で止め

てしまうことで起こりがちです。体調不良のときは、血糖値を上げるホルモンが

分泌され、たとえ食事を摂らなくても血糖値が上がりやすいため、自己判断でイ

ンスリン注射をパスすることは禁物です。 
 

[※2]Sick day(シックデイ)とは、糖尿病の患者さんが糖尿病以外の病気にかかっ

たときの事をいいます。Sick day(シックデイ)という特別な言葉があるのは、特

別な注意が必要だからです。 
 

症状が悪化する前に、病院へ。 

糖尿病ケトアシドーシスは、ときに一刻を争うことがあります。多尿、吐き気や

悪心などがあり、疑われる場合には、迷わず速やかに医師へ連絡し、適切な処置

を受けましょう。 


